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八代市教育委員会６月定例会会議録 

 

【開 催 日】 平成３０年６月２９日（金） 

【場  所】 八代市千丁支所２階 庁議室 

【出 席 者】 北 岡    博 教育長 

冨 田 壽 人 教育委員 

小 嶋 ひろみ 教育委員 

松 永 松 喜 教育委員 

水 田 千 春 教育委員 

【出席職員】 桑 田 謙 治 教育部長      

機   智三郎 教育政策課長 

田 北 佳一郎 学校教育課審議員 

有 馬  健 一 教育部首席審議員兼教育施設課長 

五十嵐   誠 教育施設課副主幹兼建築係長 

澤 田 宗 順 教育部理事兼生涯学習課長    

沖 村   巧 教育サポートセンター所長  

福 原    透 博物館未来の森ミュージアム副館長 

 

【事 務 局】 坂 部 功 泰 教育政策課主査 

西 村 妙 子 教育政策課主任 

 

【審議事項】 

 

 

 

 

＜議案案件＞ 

①八市教委議第２１号 八代市立図書館協議会委員の委嘱に

ついて 

＜報告案件＞ 

①報告第１３号 八代市議会平成３０年６月定例会について 

②報告第１４号 平成３０年度６月補正予算の概要について 

③報告第１５号 学校規模適正化の取組経過について 

③報告第１６号 学校施設整備保全計画（仮称）の策定につい

て 

 

１．開会 （午後１時５５分開会） 

 

２．教育長報告 

北岡教育長 

 

 

 

前回の会議から今回までに参加した行事や事業、委任された

事項などの中で特に重要と思われるものについて報告 

 

３．議題  
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澤田教育部理事

兼生涯学習課長 

〈八市教委議第２１号 八代市立図書館協議会委員の委嘱に

ついて〉 

 現在委嘱している委員に異動や退職により欠員が生じたた

め、補欠委員を委嘱する。補欠委員の委嘱期間は、前任者の残

任期間の平成３０年９月３０日までとする。 

 

 【議案第２１号 承認】 

 

 

桑田教育部長  

〈報告第１３号 八代市議会平成３０年６月定例会について〉 

 ３人の議員から質問があった。 

 田方議員からの本市の登下校の安全対策の現状についての

質問に対し、学校が中心となり、家庭、地域、関係機関等と連

携しながら取り組んでいると回答した。また、今後の安全確保

の維持のために、各学校の危機管理意識の強化を図り、地域や

関係機関等との情報交換を密に行い連携を図って行き、地域全

体で子どもを見守るシステムが一層充実するよう取り組んで

いくとした。 

 太田議員からは、熱中症対策の現状とウォータークーラー設

置の認識、学校における設置状況、今後の設置への取組みにつ

いての質問があった。各家庭からの水筒の持参、こまめな水分

補給の指導、普通教室への扇風機の設置等の熱中症対策を行っ

ていること、ウォータークーラーは体温を下げるクールダウン

の効果等があることから熱中症対策の一助となるものと認識

していること、現在小学校に３台、中学校に２２台設置してい

ること、今後空調設備の整備後の状況を把握した上で設置につ

いて検討したい旨回答した。 

 西濵議員からは、児童生徒の登下校時等における安全確保に

対するこれまでの取組みと今後の対策についての質問があっ

た。熊本県教育委員会から出された学校安全教育指導の手引き

に基づき、学校の実態において、「危機管理マニュアル」及び

「安全教育年間計画」を作成し、管理職、防災安全担当者が中

心となり全教職員の共通理解を図りながら組織的に登下校時

の防犯対策及び交通安全対策に取り組んでいること、火災、地

震、不審者対応等の避難訓練を通じて防犯対策教育の推進に取

り組んでいること、安全教育年間計画に沿って、交通安全教育

の推進に取り組んでいること、文部科学省からの「学校の危機

管理マニュアル作成の手引」を活用し、学校や地域の特性及び

実態に即した学校独自の危機管理マニュアルの作成・見直しを

進めていく旨回答した。また、今後の対策として、地域の見守

り団体との連携、通学路の安全点検等取組みの強化を指示した
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こと、児童の防犯意識を高めるため防犯ブザーの使い方の指導

等を行ったこと、小中学校へ不審者情報の警察への迅速な通

報、教育委員会への報告の徹底を指導した旨回答した。 

 市立の学校教職員及び市職員の自家用車の公用使用の現状

と今後のあり方についての質問は、ルール化されていない市職

員の自家用車の公用使用の状況に関連して、ルール化されてい

る教職員の自家用車の公用使用についてであった。熊本県教育

委員会が定めている取扱要領に基づき教職員の自家用車の公

用使用が認められていると回答した。取扱要領の主な内容は、

公務中に使用する自家用車の登録が義務付けられていること、

車検証、任意保険証書の写しが登録に必要であること、任意保

険は対人補償 1億円以上、対物補償 200万円以上に加入してい

ること、校務出張のたびに学校長の承認を受けること、公務中

に交通事故による損害を与えたときは、教職員の自賠責保険、

任意保険により補償し、賠償額が保険金額を超えるときは学校

設置者の市と任命権者の県が協議の上負担すること、校長は、

教職員と示談等事故処理を行うこと、公務中に自家用車を使用

し負傷等した場合は公務災害となることである。 

 

水田教育委員  おととい夕方に、女子中学生への声かけ事案があった。中学

生にも防犯ブザーをつけるように指導した方がいいのではな

いか。女子生徒は狙われやすいので学校に指導してもらい、保

護者も含め、意識を高めてもらいたい。 

 

田北学校教育課

審議員 

 議会後もいろんな事案が起きている。防犯への各学校の取り

組みを強化する必要があると考える。委員の意見を参考に、校

長園長会でも話をしていきたい。 

 

桑田教育部長 

 

 防犯ブザーはどのくらいもつのか。中学校になるまではもた

ないか。 

 

水田教育委員  電池を何回か換える必要があったり、劣化したりする。デザ

イン的にも買い替えが必要になると思う。どのようなものがい

いかなどと提案することもいいと思う。 

 

桑田教育部長  先日の防犯協会関係の会議で、ランドセルの横ではなく前に

つけるなどの説明もあった。 

 

北岡教育長  いろんな事案が報道されていて、痛ましい事件も起きてい

る。どうやって防いでいくか難しい問題である。自分の身を守
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るために保護者の方も考えてもらうとありがたい。どのような

対策があるのか、こういう方法があるという紹介をするのもい

いと思う。検討して行きたい。 

 

 

桑田教育部長 

〈報告第１４号 平成３０年度６月補正予算の概要について〉 

 平成３０年度補正予算第２号については、訴訟関係費用に係

る弁護士への着手金等である。 

 平成３０年度補正予算第３号については、教育費 12,993,000

円のうち 10,053,000 円が教育部所管である。教育研究校事業

（東陽小、泉中）に係る講師謝礼等、自治総合センターコミュ

ニティ助成事業（郡築二番町公民館建替え）に係る補助金であ

る。 

 

 

田北学校教育課

審議員 

〈報告第１５号 学校規模適正化の取組経過について〉 

 ５月３０日に鏡西部小学校統合に向けてのアンケート調査

結果についての報告会を開催した。アンケート結果の概要につ

いて説明を行い、地域代表者や保護者と意見交換を行った。区

長からもう少し賛成意見が増えるのを待ってみたらどうかと

の意見があったが、事務局としては、反対の方の心配や不満を

聞いて、できることをやりながら鏡西部小学校の子どもたちの

将来を見据え、平成３１年度末で統合する方向で地域や保護者

の方々へ説明していきたいと話をした。また、アンケート結果

を全家庭に知らせて欲しいという意見があったため、広報紙と

一緒に配布することとした。さらに、統合の準備に関わる５年

生以下の保護者に対し、統合までにどのような作業が必要にな

るか具体的な説明をして欲しいとの意見があったため、就学前

の子どもの保護者を含めて夏休み前に説明会を開催する予定

としている。鏡小学校区全世帯対象の地域懇談会については、

農繁期が過ぎてからの開催がよいとの意見があったため、８月

末から９月上旬に開催を計画している。 

 

小嶋教育委員  実際に聞こえてくる親世代の声は、できれば早く決まった方

がいいというもので、長い間丁寧に対応され、親世代の賛成が

だんだん増えているからだと思う。地域に学校がなくなること

を不安視している方にも引き続き丁寧に対応していただけれ

ばよいと思う。子どもたちにとっては統合する方がいろんな可

能性が広がるのではないかと思う。 

 

松永教育委員  報告会の際に、平成３２年度からの統合を進めていると説明

したときの反応はどうだったか。 
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田北学校教育課

審議員 

 少しでも賛成の方が多い状態であれば賛成が増えてきたと

進めるのにいいきっかけだったが、ちょうど均等に賛成と反対

が分かれているため、もうちょっと待った方が地域の賛同も得

られやすいのではないかという意見であった。実際に賛成され

ている方の中には統合を急いで、今年度中にでも進めて欲しい

という意見もある。今年度中に進めるとしてもスクールバスの

ことなどを考えると来年度が準備期間となり、あと１年半以上

かかることになる。さらに時間を置くとなると、統合は３年後、

４年後となり、早く統合してほしいという保護者の願いからす

ると厳しいため、３２年度には統合ということでお願いしたい

と話をしている。ＰＴＡ会長は、ある程度納得しているが、実

際準備をするのは、５年生以下の保護者なので、統合準備委員

会等を開いてどんなことを考えないといけないかということ

や閉校記念式典などの説明をしておかないと、統合に賛成した

ものの後からこんなに大変なら反対だったという意見が出る

かもしれない。そこを丁寧に説明していただきたいという前向

きな回答だったと考えている。 

 

松永教育委員  準備があるため、言うべきことは言っておいた方がいいと思

う。 

 

冨田教育委員 

 

 賛成と反対が均等に分かれていて、親の意見はそれぞれ違っ

ているが、子どもたちはどういう状況か。 

 

田北学校教育課

審議員 

 子どもを対象にしたアンケートをとってないので難しいが、

特に今の鏡西部小学校での生活に子どもが大きな不満を持っ

ているとは考えにくい。保護者の中にも統合することでいじめ

られたりしないかの不安を抱かれている部分があるので子ど

もたちが統合することで不安が特にあるわけではない。今のま

ま不便を感じているところはなく、鏡西部小に愛着はあるので

はないかと考えている。 

 

冨田教育委員  中学校では一緒になるが途中で鏡西部小から鏡小や文政小

に行く利点について保護者が何か言われることがあるか。 

 

田北学校教育課

審議員 

 大きな集団の中に慣れていなかったということで、早めに大

きな学校との統合があっていれば中学校でのつまずきがなか

ったのではないかという保護者もいらっしゃるようだ。 

 

桑田教育部長  アンケートによくでてきたのは、在校生の保護者としては子
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どもが卒業するまで待って欲しい、就学前の保護者は統廃合の

話は早く方針を決めて欲しいということだった。保護者も子ど

もも途中で学校を変わりたくないため、早めに方針を決めてあ

る程度準備期間をとり、スクールバス、交流の問題の手立てを

とれば、保護者も安心されると思う。また、８月の地域懇談会

の前に保護者、ＰＴＡ、区長と協議をしながら話がいい方向に

いけば、平成３２年３月に統合するという教育委員会としての

方針を地域懇談会において再度示したいと考えている 

 

小嶋教育委員  今通っている子どもたちや保護者に向けて、これまで統合し

た学校の成功例を話すなど、統合するとこういうプラスがある

という情報をできるだけ多く伝えると不安感がなくなるので

はないか。閉校式を実際行った会長さんたちに話を聞くと準備

等大変だったと話を聞くので、教育委員会と校長先生と協力し

て、安心して進められるような手助け、アドバイスをしていた

だけるとよいと思う。 

 

桑田教育部長  以前から例として泉や東陽のケースのよかったところを説

明している。再度検証して、メリットを説明していきたいと思

う。 

 

田北学校教育課

審議員 

 地域の懇話会に来られる方は、反対意見を言おうと思ってこ

られる方が中心であり、賛成している保護者がそこに参加して

皆さんの前で統合を賛成するというのは厳しいため、意見を集

約した上でその場で自分たちの意思を地域の方へ伝える工夫

をしたいと言われていたため、そこを詰めていければと思う。 

 

水田教育委員  保護者の心配は、経済面もだと思うので、ＰＴＡ同士で話を

されて、お下がりの募集をかけるなど、経済的な面でＰＴＡ同

士の協力があると安心だと思う。 

 

松永教育委員  泉、東陽の統合例を出されるときは、閉校実行委員会をされ

る際、ＰＴＡだけにまかせるのではなく、地域の方もほとんど

協力されたと伝えて欲しい。ＰＴＡも不安だと思う。 

 

北岡教育長  教育委員のみなさん、ご意見ありがとうございます。学校教

育課で丁寧に進められた結果、少しずつ変わってきていると思

う。学校規模適正化については、学校規模適正化をやりたいか

らやっているというのではなく、子どもたちがしっかり育って

いくために、子どもたちに力をつけさせるためにどういう環境
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整備が一番必要かというところから起きている話であるので、

子どもたちのためにと捉えて進めていただければと思う。大変

だが、今後も丁寧な対応をお願いしたい。 

 

 

 

有馬教育部首

席審議員兼教

育施設課長 

〈報告第１６号 学校施設整備保全計画（仮称）の策定につい

て〉 

 平成２９年３月に策定された八代市公共施設等総合管理計

画の下位計画として策定する。八代市の公共施設面積の４３％

を占める学校施設は、早急に老朽化・長寿命化対策に取り組む

必要があるため、効率的かつ効果的な施設整備を計画的に行っ

ていくために、整備保全計画を策定しなければならない。また、

計画を策定した地方公共団体から優先的に交付金を交付する

という文部科学省の方針もあり、平成３１年度以降に国の交付

金を活用して空調設備設置事業等を実施する予定であること

から、早期の策定が必要となっている。 

 策定委員会及び策定部会での検討会を実施し、１１月に素案

を作成、３０年度中に策定し、公表する予定である。 

 

北岡教育長  ただいまの説明のとおり計画の策定を行うということで、今

後の市全体に及ぼす話にもなるためよろしくお願いしたいと

思う。 

 

４．連絡事項 

 

 

 

 

 

教育政策課 教育大綱の決定について、事務執行状況点検評価

について 

教育施設課 学校におけるブロック塀について 

生涯学習課 童話発表大会について、青少年体験活動事業につ

いて 

教育サポートセンター 国家公務員上級職初任者行政研修会

について、トワイライトセミナーについて、くま

川教室キャンプについて、伝統文化セミナーにつ

いて 

博物館 春季特別展覧会について、夏季特別展覧会について、

くん蒸による休館について 

事務局 ７月定例会日程確認（7/19 10：00～） 

 

５．会議録署名委員

の指名 

 

 冨田委員・小嶋委員 

 

６．閉会 （午後３時４５分 閉会） 
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平成  年  月  日 

 

署名委員 

 

                

 

 

                

 

記録者 

 

 

                


